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１０
月
２３
日
に
は
、
日
本
理

化
学
工
業
㈱
か
ら
の
課
題

「
固
形
マ
ー
カ
ー
を
活
用
し

た
子
供
に
優
し
い
街
づ
く

り
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
経

営
学
部
・
池
本
正
純
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

同
社
の
固
形
マ
ー
カ
ー

「
キ
ッ
ト
パ
ス
」は
、
口
紅
と

同
じ
原
料
を
使
用
し
た
ク
レ

ヨ
ン
。
つ
る
つ
る
し
た
面
で

あ
れ
ば
、
窓
ガ
ラ
ス
や
机
に

も
書
け
、
水
で
簡
単
に
消
せ

る
の
が
特
徴
だ
。
同
社
の
大

山
泰
弘
会
長
か
ら
「
脳
に
最

も
刺
激
を
受
け
る
、
３
歳
前

後
の
子
供
を
対
象
に
多
摩
区

内
の
子
育
て
を
し
て
い
る
母

親
グ
ル
ー
プ
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
ほ
し
い
。
窓
ガ
ラ
ス
を

キ
ャ
ン
バ
ス
に
使
う
企
画
の

実
施
を
」
と
い
う
依
頼
を
受

け
、
小
池
一
徳
さ
ん
ら
６
人

は
、「
イ
ベ
ン
ト
で
素
晴
ら
し

さ
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
」

と
企
画
。
実
際
に
キ
ッ
ト
パ

ス
に
触
れ
て
、
そ
の
良
さ
と

楽
し
さ
を
口
コ
ミ
で
広
げ
て

も
ら
う
こ
と
を
考
え
た
。
７

月
末
に
、
区
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
ま
ま
と
ん
き
っ
ず
」で
開

い
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
主
に
３

歳
児
に
自
由
に
絵
を
描
い
て

も
ら
っ
た
。
「
最
初
は
戸
惑

っ
て
い
た
子
供
た
ち
が
、
次

第
に
体
全
体
の
力
を
使
っ
て

描
く
よ
う
に
な
り
、
驚
い
た
」

「
使
う
人
と
実
際
に
触

れ
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
キ
ッ
ト
パ
ス
の
素

晴
ら
し
さ
を
さ
ら
に
実

感
で
き
た
」
と
学
生
た

ち
は
感
想
を
述
べ
た
。

８
月
に
行
っ
た
社
会

福
祉
法
人
「
多
摩
す
か

い
き
っ
ず
」
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
５
、
６
歳
児

対
象
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
前
回
と
は
違
っ
た
反
応

が
あ
っ
た
と
い
う
。「
画
用
紙

と
は
違
う
、
大
き
な
ス
ペ
ー

ス
に
絵
を
描
く
こ
と
の
楽
し

さ
を
感
じ
た
よ
う
だ
」「
消
す

作
業
を
加
え
た
こ
と
で
、『
楽

し
さ
』
と
『
後
始
末
を
す
る

ル
ー
ル
』
を
体
験
し
て
も
ら

え
た
」
、「
イ
ベ
ン
ト
を
依
頼

す
る
際
に
は
、
困
難
な
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
子
供

た
ち
と
触
れ
合
い
、
そ
の
喜

ぶ
顔
を
見
た
こ
と
で
、
達
成

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

笑
顔
が
川
崎
の
街
全
体
に
広

が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

企
画
を
実
現
さ
せ
た
喜
び
を

話
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
イ

ベ
ン
ト
報
告
と
共
に
顔
の
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
お
風
呂
場

で
の
使
用
と
い
っ
た
新
し
い

使
い
方
も
提
案
し
た
。

大
山
会
長
は
、
「
人
格
形

成
に
重
要
な
幼
児
期
に
、
外

の
景
色
が
見
え
る
窓
ガ
ラ
ス

に
絵
を
描
く
こ
と
で
、
自
然

の
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
の
で
は

な
い
か
。
楽
し
み
な
が
ら
、

後
始
末
ま
で
誘
導
し
た
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
。
し
つ
け
に

も
使
え
る
こ
と
は
今
後
の
Ｐ

Ｒ
材
料
と
な
る
。
事
業
展
開

に
有
効
な
ア
イ
デ
ア
を
い
た

だ
き
、
感
謝
し
て
い
る
」
と

話
し
た
。

地
域
の
企
業
・
団
体
か
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
課

題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
報
告
が
９
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
続
々
と
行
わ

れ
て
い
る
（
※
詳
細
は
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

▼
三
喜
工
業
（
川
崎
市
中
原
区
）

の
依
頼
「
遊
具
・
リ
ン
グ
ビ
ー
の

販
売
戦
略
を
提
案
」
に
は
池
本

ゼ
ミ
、
石
川
和
男
ゼ
ミ
（
商
）、

碇
朋
子
ゼ
ミ
（
商
）が
参
加
し
、

９
月
３０
日
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。

▼
昨
年
に
続
き
、
柿
生
中
央
商

店
会
（
麻
生
区
）の
「
禅
寺
丸
柿

ま
つ
り
」
（
１０
／
１９
）
の
イ
ベ

ン
ト
・
企
画
に
３
人
が
参
加
。

中
学
生
と
共
同
で
の
柿
の
販
売

や
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
塗
り
絵

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ
た
。

▼
１１
月
８
日
、
登
栄
会
商
店
街

振
興
組
合
（
多
摩
区
）の
「
縁
日

だ
よ

登
栄
会
」
に
７
人
が
参

加
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
フ

リ
ー
ス
ロ
ー
で
観
葉
植
物
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
、
地
域
住
民
と
の

交
流
の
場
を
提
供
し
た
。

専
大
生
の
た
め
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
！

１１
月
１０
日
（
月
）
～
２１
日
（
金
）

生
田
・
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

・
ポ
イ
ン
ト
１

外
部
の
合
同
企

業
セ
ミ
ナ
ー
と
は
違
う
！

１１
月
か
ら
１２
月
に
か
け
て
、
就
職

情
報
会
社
が
大
規
模
な
業
界
・
企
業

セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
が
、
学
内
の
セ
ミ

ナ
ー
は
こ
れ
ら
と
決
定
的
に
違
う
。

ま
ず
予
約
の
必
要
が
な
い
。
１
時
間

じ
っ
く
り
話
が
聞
け
て
、
質
問
の
時

間
も
あ
る
。な
に
よ
り
、専
大
生
を
採

用
し
た
い
と
い
う
企
業
の
「
専
大
生

の
た
め
だ
け
の
」セ
ミ
ナ
ー
だ
。こ
ん

な
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す
手
は
な
い
。

・
ポ
イ
ン
ト
２

知
ら
な
い
業
界

に
も
出
席
す
る
！

皆
さ
ん
は
、
ま

ず
は
知
っ
て
い
る

会
社
に
行
こ
う
と

す
る
だ
ろ
う
。
で

も
こ
の
時
期
は
、

知
ら
な
い
業
界
こ

そ
話
を
聞
い
て
み

よ
う
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
自
分
の
興

味
の
対
象
が
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ

に
よ
り
就
活
の
幅
は
確
実
に
広
が
る

の
だ
。

・
ポ
イ
ン
ト
３

Ｓ
-
ｎ
ｅ
ｔ

の

音
声
デ
ー
タ
を
生
か
せ
！

講
座
の
内
容
は
、
す
べ
てＳ

-
ｎ

ｅ
ｔ

に
音
声
デ
ー
タ
と
し
て
登
録

し
て
あ
る
。
授
業
で
出
席
で
き
な
か

っ
た
と
き
や
、
出
席
し
た
企
業
の
内

容
を
再
度
ゆ
っ
く
り
確
認
し
、
就
職

ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
き

に
活
用
で
き
る
。
な
お
、
当
日
配
布

し
た
資
料
も
添
付
さ
れ
て
い
る
。

仕
事
の
真
実
が
分
か
る
！

１１
月
２２

日
（
土
）
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

「
仕
事
が
き
つ
い
」
「
ノ
ル
マ
が

厳
し
い
」「
飛
び
込
み
営
業
」。
営
業

職
と
聞
く
と
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
思

い
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い
か
。
で
も
、

そ
れ
は
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
？

営

業
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
が
登
場
す
る
こ
の
講
座
で

は
、
現
場
だ
か
ら
こ
そ
の
生
の
話
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
だ
か
ら
こ
そ
の
本
音
の

話
が
聞
け
る
。
忙
し
い
仕
事
の
合
間

を
縫
っ
て
先
輩
が
登
場
し
て
く
れ
る

「
営
業
職
入
門
」
こ
そ
、
こ
の
時
期

一
番
に
聞
く
べ
き
講
座
だ
。

就
職
課
の
講
座
も
、
漫
然
と
出
席
す
る
だ

け
で
は
効
果
は
半
減
だ
。
今
月
は
１１
月
に
行

う
講
座
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
す
る
。

〈
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
委
員
会
か
ら
〉

学
生
・
教
職
員
向
け
研
修

会
開
催
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
∥
１１
月
２８
日
（
金
）

１４
時
５０
分
～
１６
時
２０
分

▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

３
０
２
号
教
室

▽
講
師
∥
山
田
省
三
氏
（
中

央
大
学
法
科
大
学
院
教
授
）

▽
テ
ー
マ
∥
「
大
学
・
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
」

法
律
（
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
）
で
規
定
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と

し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
防
止
が
で
き
て

い
な
い
大
学
や
職
場
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。
研
修
会
で

は
、
原
因
と
防
止
対
策
に
つ

い
て
考
え
る
と
共
に
、
最
近

問
題
に
な
っ
て
い
る
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も

考
察
し
ま
す
。

＊
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会

場
へ
。

◆
吹
奏
楽
研
究
会
第
４５
回
記

念
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１１
月

２９

日

（
土
）
１７
時
３０
分
開
演
▽
会

場
∥
府
中
の
森
芸
術
劇
場
ど

り
ー
む
ホ
ー
ル

◆
第
４２
回
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１１
月

２９

日

（
土
）
１７
時
３０
分
開
演
▽
会

場
∥
宮
前
市
民
館
大
ホ
ー
ル

◆
第
５０
回
混
声
合
唱
団
カ
ッ

パ
コ
ー
ラ
ス
部
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月

４

日

（
木
）
１８
時
開
演
▽
会
場
∥

多
摩
市
民
館
ホ
ー
ル

◆
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第
４４
回
定

期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月

６

日

（
土
）
１６
時
開
演
▽
会
場
∥

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル
▽
曲
目
∥
ハ
イ
ド
ン
・
ミ

サ
曲
、
唱
歌
メ
ロ
デ
ィ
ー
な

ど
。

◆
専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
第
３６
回
定
期

演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月

６

日

（
土
）
１３
時
３０
分
開
演
▽
会

場
∥
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
▽
曲
目
∥
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／
イ
タ
リ

ア
奇
想
曲
、
グ
リ
ー
グ
／「
ペ

ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
組
曲
」
よ
り

＊
語
り
・
落
語
家
立
川
談
修

（
Ｏ
Ｂ
）
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
／

交
響
曲

第
１
番
▽
入
場
料

１
０
０
０
円
＊
先
着
３
５
０

人
に
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
１
枚
で
４
人
ま

で
入
場
可
（
全
席
当
日
指

定
。
未
就
学
児
入
場
不
可
）。

は
が
き
〠
２
１
４‐

８
５
８

０
（
専
用
郵
便
番
号
）
専
修

大
学
庶
務
課
専
フ
ィ
ル
係
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０４４
（
９１１
）
１
２
８
０

あ
て
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
１１
／
２８
締
め

切
り
。
□問
☎
０４４
（
９１１
）
１
２

３
９

◆
第
４０
回
ギ
タ
ー
同
好
会
定

期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月

１３

日

（
土
）
１７
時
開
演
▽
会
場
∥

多
摩
市
民
館
ホ
ー
ル

＊
専
フ
ィ
ル
以
外
は
入
場
無

料
。
申
し
込
み
不
要
。

百人一首にこんな歌があります。

「これやこの 行くも帰るも 別れつ

つ 知るも知らぬも 逢坂の関」

これは人々が出会い別れ、そして再

び会える場所であった逢坂を詠んだも

のです。作者の蝉丸は逢坂付近に隠居

しており、人々の往来を毎日眺め、惜

別や再会をこの一首に詠んだと伝えら

れています。

向ケ丘遊園駅から右手に折れ、川沿

いに歩いて行くと長い長い坂が現れま

す。多くの学生はこの坂を通り、大学へ

向かいます。桜舞うころ、独立の期待

と不安に息を弾ませながら登りまし

た。夏はむせぶ緑の空気を吸い、わず

かな日陰の涼風を受けて歩きました。

秋はキンモクセイの香りに包まれ、移

り行く時の流れを感じました。入学当

初、通学にはきついと思ったこの坂道

も、今では鳥の鳴き声や木漏れ日を楽

しめるほど余裕です。そして守衛さん

とあいさつを交わしながら登っていく

と、いつの間にか学校に着いてしまい

ます。

大学は出身地

も年齢も生き方

もさまざまな人

たちが集まり、

触れ合い、学

び、人生のわず

かな時間を共有

しています。そ

んな学校までを

つなぐこの坂道で、友人と笑い合った

り、先輩と語り合ったり、または一人
ふけ

で物思いに耽ったり。

通る人がこぼしていった喜びや悲し
しずく

みといった心の滴が、この道にしっか

りと染み込んでいることでしょう。私

たちはたくさんの専大生の思いと一緒

に歩んでいるのです。大学生活残り少

なくなった先輩は、この坂を見上げる
よみがえ

ときっといろいろな思い出が蘇るはず

です。足を進めるほどに情景や心情が

込み上げてくるこの坂にも蝉丸は存在

し、人との「縁」を見守っていること

でしょう。そんなことを思いながら、

私は今日もこの坂道を登ります。

そう

筝、三味線、尺八が織りなす繊細な調べが魅力の三曲研

究会（代表：山崎勇さん＝経営３）が１０月２５日、多摩市民

館で定期演奏会を開き、日ごろの練習成果を披露した。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

（文１・ジャーナリズム研究会）



課課
題題
解解
決決
型型
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
成成
果果
報報
告告

▲ キットパス

五十嵐 瞳

「逢 坂」

今
月
号
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固形マーカーを使い
子供に優しい街づくり

そ
の
壱

体験してもらい〝口コミ〟で良さを広げる
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大山会長
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第４０回定期演奏会

▲ イベント開催による成果を報告
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